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論文内容髪

切日

 近年胃癌の早期発見を目的として,胃集団検診(胃集検と略記する)が広く実施される傾向に

 ある。.私は,われわれの使用しているレ線間接撮影装置による基礎的実験および胃集検成績から

 病巣認知に関する検討を行ない,昭和35年2月からろ6年6月までの胃集検成績から胃集検の

 意義に関して考察した。

 工胃レ線間接撮影法

 1.模型による病巣認知能レントゲン車に搭載している装'置(日立De-12DA型,コン

 デンサー:125KVp,1μF,回転陽極三極管波尾切断)を用い,模型によって辺縁齢よび正

 面観病巣認知に関する実験を行なった。

 a・水7アントームの厚さ胃集検950例の腹厚分布から,150加以下のやせ型,21餓以

 上の肥満型,その中間の標準型に対応するフイルム黒1ヒ度を示す水厚として150π,17伽,20

 σπとした。

 b・造影剤の厚さ胃ゾンデの先端にバルーンを装着し}水によってその直径を麦化させ,同

 時に造影剤100α詮嚥下させて腹位で撮影し,胃内各所でのバルーン示現の状態からほとんど

 すべての部位で造影剤層厚が2伽以下となっていると推定されるので,本実験でけ2σπとした。

 c・Ba:オくカ:容巧責圭ヒで1二2,1:4、1:8,1:16の4年重望灘を用=(た。

 d・撮影条件資電流呂i15mAslて一亮三とし,樹電圧を75,90,115KVpの5種とし,

 その他は胃集検実施貯と同報で必る.、ll焦螢毎巨離680卯,リス使用,螢光板極光シネ}・カメラニ

 でヤノンGX-55NP,フジ』荘要用フイルム,現像定着指定)。模型は水フフ'ソトームの直下に装

 着した。

 邸辺縁凹凸の認知能辺縁の内側に9.1伽ごと0.1～0、80磁)突出をもつた木箱を作り,造

 影剤を容れて撮影した。造影剤が薄くたるとフアントームの黒化度に近づき判別が雅かしくなり7

 管電圧が下ろと不良となろが,低電圧ではむしろ薄い造影剤がよL(。しかし1:2～1:3で90

 ～椙5三Wpではフアントームひ)馬連に庚わPなくO,1σ寵の凹凸は充分鮮明に認知できる。

 f・造影剤中の突ll」まえ.亡陥巨liのπ致日誌iE而て二'il像認知話を知るた1つに1,底に直径10記で高さ

 が13.三`沸ごとのO.2～1.7σ鵬〕円筒ゴ二野=三占とじlll理を・もつパラフィン箱を作三〕,造影剤をプ直して撮

 '一うした廿フイルム」二で!1':、二1二さPを・・.}∫ニレどナL.ミ1!1差謝;と1')コントラストを黒イヒ旋言トて江i拶乏し,そ重:鉦を1従
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 軸に7造影剤層厚比を横軸にとり7造影ヲlli膿魔をパラメーターとして図示した。75KVpでは

 フ'アントーム厚45脇で1:8,r:16のものだけが辛うじて認知されるにすぎたかった。い,

 ずれのフアントーム厚でも115KVpがもっともよく,1:4・がもっともよく内部を示現して

 いた。また層厚比が減少するにつれての曲線の立ち上りも1:4がもっとも急峻であった。ファ

 ントームの厚さによる変化および管電圧による変化は,本実験の範囲内では造影剤の濃いもの程

 強い影響を受けていた。

 2.胃集検例によるレ線間接像と直接像の所見の比較レ線直接撮影を行なった128例につ

 いて所見を比較し,両者の合致は良好といえる。欠損やニツシ正保はよく示現されている。

 3.手術所見とレ線間接像との比較胃集検で発見し,手術所見を観察し得た胃癌25例とポ

 リープ14例につき比較した。形態に合致した特有の欠損像を示すものが多く,その他壁硬化,

 濃淡差・レリーフ像が重要な所見となっている。又認知し得た最小のポリープは径0.6σ卯であっ

 た。

五目集検成績

 総計21,052例のレ線間接撮影による胃集検のうち,40歳以上地域全住民を対象としたも

 のは14,904例で,その受診率は62.5%である。そこから胃癌42例}G.28%,ポ1」一プ

 29例,0.19%,胃潰瘍175例,1.16%を検出している。この地域住民対象の胃癌検出率

 は,同じ性年令別全国胃癌死亡率O・13%に対して2倍以上であり,男では5倍に近い。宮城県

 内各地区別の50歳以上死亡率を胃集検実施地域について集計すると男e.555%,女O、165%計}

 口.246%噛であるが,50歳以上τ設出率1よ男e.641%,女0、154%,訓'0.584%とたり艶や1弍り検出

 率は死亡率を上廻っている。

 次に胃集検実施後1年以上繊遇した地域で1年間に発生した胃癌患者を調査した.胃集検によ

 って検出したもの25例,胃集検を豪診したいものから5例,糞便潜血反応陰性のためレ縦潟接
 非該当としたものから6例,読影の誤りと1考えられるもの2例,レ線間接像では明らかに胃痛が
 否定できろが,のちに胃癌として死亡しているもの5倒,総計4r例の発生とたる。これは対象

 総数14,274名に対して0.287%の罹病率となる。

皿総 括

 胃集検方法として求められる条件には,('t〕胃の全体像が把握で送ること,(2早期胃癌といわれ
 る病変が認矢口できることン(濁前癌性病変と考えられるものが認知で匙ろことフ(4)…充みむとしがた
 いこと,(51読み・すぎが最1少であること,の諸点が考えられる。これらについて考楽し,われわれ
 の方濫がこの条件をほぼ充しているとlli癬書した。∫痔にレ綜間接撮影で1土充盈像によることが最も

 得策であることから,充盈像にむける病巣認知能について考察した。その結果115!こVp,15迅1

 ASで1景⊇うし1:4の造影剤100QGを用いヨ童形罫1の厚さが2σ駕以一Fになるようぐ`すれば,11ミ厚

 に尉わり療く辺縁のO.1伽の凹凸,正面糊ヴ)O,2伽の凹凸凌充分に認知できること声明らがとた

 った。

 又胃集検ば,胃癌の自然暦の群引と疫学的追求にとって'イ∫勘な方ジ、liてあるが.二'!:…に死亡1'層と独
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 審査結果の要旨

 小児期結核症に於けるエNH経口授与時にぷ・ける血中工NH濃鹿尿中INH春型の排池態度に

 ついて,研究したものである。

 エNH25田9/駒1回経口投与後の尿中排泄にかいて,INH総排泄量は5～6オ群は15オ

 ～群に比して比較的に多い傾向を示し,また肝機能障害を有する患児では総排泄輩は低下の傾向が

 あるnアセチル型工NHの排泄態度は耐性'菌保有者では低い傾向かあり,しかし,肝機能との間に

 は特別な関係はみられなかった。

 エNH25mg/K廓経口投与後の血中INH濃度についてみるに,男児5-6オ群,耐性菌保

 有者などでは血中'濃度の上昇が低くまた,肝機能障害を有するもの,排菌者,王冠H服用期間の長

 いものなどでは血わ濃度の上昇かより著しい傾向かみとめられた。

 よって本論文は学位を授与するに価するものと認める。

「

5

～

 「
{
」


